1月合評会感想　緑川

「五月の同行」イコ
　一読した感想は、描写の実験だろうか？　というものでした。光だけでなく、色、触覚、熱、さらにはアングル等、かなり凝って書かれているように思われます。そして、登場人物がそれに見合う重みを持っているだろうかという疑問が残ります。
　情景という言葉がありますが、この作品ではそこが空振りしてないだろうか。このカップルは、作中で取り立てて何をしているというわけでもなく、それどころか助手席に本当に彼女が乗っているのか、なんとなくあやふやな感じさえします。
大宇宙（空）に対する小宇宙（彼女の頬）といったようにミクロとマクロの視点を同時に取り込んでおられるのは面白い試みだと思います。また、ラスト付近のマンションが並び立つパノラマ的な光景は好きです。
「スイッチ」　甲斐 寛樹
　結局私も、主人公が何のスイッチを押したのか、分かりませんでした。最初は、親しい女性に手を出して失敗した話と思ったのですが、「予想通り、めくるめくエロスの渦に飲み込まれる」とありますし、上手くいったようでもあります。それでは、なぜ「彼女との連絡は途絶えた」となるのか。ああ、そうか「意識を失うまで」とあるし、これは最中に頭を殴られるかどうかして所持金を持ち逃げされたとか……、いやしかし、すっきりしない。
　そして、ここに至るまでの前置きがやたらと長いのもマイナス点ではないかと。

　いや、たしかに前置きが、なんらかのエピソードに至る単なる前置きではなくて、それとして読ませるものであるなら納得もいきます。しかし、もっと工夫が欲しいです。

「リセット」　しろくま
　一時期よく耳にした言説にトラウマの解放っていうものがありました。記憶の深層に封じ込めていた苦しい過去を思い出すことによって人は前に進める、みたいな。しかし、案外それは時と場合によりけりです。むやみにトラウマを暴くよりも、このリセットのような措置の方が好ましい場合も多い。思考実験として興味を惹かれる着想です。
　どんな理由で主人公がリセットしたのか、一言も述べられていないのも正しいと思います。事実、主人公は前向きですし。

「いつまでも使うことのできる大きな机が欲しい」

「時計、鞄、万年筆、これからは今だけ使う物じゃなく、いつまでも使える物を手に入れていきたい」など。
　あと難を言えば父親の影が薄過ぎなような。

「明け方の焔」　崎本 智（６）
　いろいろな要素が読み取れる作品と思います。まず大きな柱として夫婦関係がテーマ。そして、背景として主人公の出生にまつわるエピソードがカグツチ神話と二重写しに語られ、そしてどこか落ち着きのない親族関係が提示されてます。舞台設定も相俟って、面白いところを突いている作品かと。描写に関しても良いものがありました。
　ただ、あえて言えば、これはもっと長い作品にすべきではないかと思いました。
　主人公にかなり寄り添った三人称ですが（途中で星夫が「私」に切り替えられるほど）、その分制約も受けているかも。他の登場人物がすべて主人公視点で判断されていて、それはそれで分かりやすいのですが、もっと主人公以外の人物の肉声が聞きたい。難しいとは思いますが。
「いざ起て戦人よ」　小野寺

　ちぐはぐなメンバー4人が混声合唱で合格を勝ち取るという設定は、面白い小説になりそうなんですが、なんというか作中のエピソード同士があまり関連がなく読んでいて上手く繋がりません。
　おそらく小野寺さんは書くべきエピソードをたくさんお持ちのようですが、それらをもっと整理されて、なぜここにこのエピソードが入るのか、あるいは一文が入るのかを吟味されて、描写を加え、場面を立ち上げることを考慮されれば、もっとずっと良くなるのではないかと思います。
　20、21日分の感想は、近日中に間に合うように追加します。
